
「見える」から始まる人のつながりと自己実現を支えるエンパワーメント共創拠点

東北大学 COI-NEXT「Vision to Connect」拠点（PL 中澤 徹/大学院医学系研究科 眼科学分野 教授・総長特別補佐（大学改革担当））

総合知により目指すビジョン / 解決する社会課題

眼の健康寿命が60歳とされる中、緑内障の早期発見や近視予防な

ど、日常生活に溶け込んだ健康把握の仕組みが不足している。地域

住民や企業との共創体制の構築、行動変容を促す仕組みづくり、科

学技術と生活者視点とを結ぶ実証環境の整備が求められる。

ビジョン達成の課題

買物や通勤など日常動線上で眼や体の状態を把握できる「まちか

ど健康ラボ」をショッピングモールなどに実装し、医療・AI・ゲーム・

人文社会科学の知が出会う場を地域に形成した。AIによる個別最

適な勧めやイベントを通じて行動変容が促され、住民の自己理解と

周囲との絆が深まり、新たなウェルビーイング創出につながった。

「矩」を超えた場づくり / 得られた新たな価値

少子高齢化・デジタル化が進む社会課題に向け、「見える」を起点と

して人々の生産性や幸福度、生活の質を回復・向上させる未来社会

像を描く。具体的には医学・社会科学を中核に、産学官地域と市民

が総合知を結集し、新たなウェルビーイング社会の共創を目指す。

「見える」を起点にしたウェルビーイング社会の実現に向け、東北大学が地域・市民・企業と連携し、多様な知を結集して健康と幸福の向上をめざすための取組。少子高

齢化やデジタル化が進む中、誰もが主体的に暮らし働く社会の形成を目指し、医学・医療機器・ロボット・AI・アプリ・ゲームなど科学技術と人文社会科学を融合した。

特に眼の健康寿命延伸、緑内障の早期発見、近視予防に資する技術開発に注力し、日常動線上で健康状態を確認できる「まちかど健康ラボ」を実験的に展開した。また、

行動変容を支援するAI、イベント・ゲーム等の手法を通じ、地域との共創により自己実現と社会的つながりを深め、生き生きと暮らせる新しい社会像を追究している。

① 総合知活用の実践を行う事例 ② 総合知人材の育成を行う事例 ③ 総合知の活用方法の進化を目指す事例



「見える」から始まる人のつながりと自己実現を支えるエンパワーメント共創拠点
（PL；東北大学大学院 医学系研究科 眼科学分野 教授 中澤 徹）

瞳の奥に見える人々の健康と社会の活力向上



●ターゲット志向型社会課題解決プロジェクト推進と社会実装への取組
老若男女・ジェンダー・障がいなど様々な個性を尊重し平等に参加する場や機会を提供

グループリーダー会議や、ビジョナリー会議など、拠点のURAが多様な連携の場をサポート

●早期から企業と並走し社会実装に向けた共創の仕組み「BUB」



総合知を活用した垣根のない多面的な課題の掘り下げ手法と新たな融合知による新たな社会（人、街、暮らし、生きがい、幸せ）の創発例

●日常動線で簡便に計測可能な画期的な新規医療機器の開発 

●「未来の診療所」万博展示
と市民参加

●運転技能の向上ゲームアプリ

●リビングラボ「まちかど健康ラボ」
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